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あとがき 

 

 6月に核データ国際会議ND2025がスペインのマドリードで開催され、私も参加させて

いただいた。次回の核データ国際会議ND2028が日本で開催されることになり、私自身も

準備に関わっていることから、いつものNDへの参加と異なり、会議で発表される研究内

容だけでなく会議の運営や開催地の環境など、色々な面を気にして見ていた。マドリー

ドは首都だけあって、空港からのアクセスなどの交通の便も良く、食事などの場所にも

困ることは無かった。一方、ND2028については、松江市での開催を予定している。便利

さの面ではマドリードに見劣りするかもしれないが、日本的な雰囲気を味わうには良い

ところだと思われる。不便な点は工夫して補うことができればと思う。今年の6月のマド

リードは熱波が押し寄せて、真夏の雰囲気を味わった。ND2028も6月の開催予定で日本

では梅雨の始まる時期にあたる。昨今の異常気象ではどのような天気になるか見通すの

は難しいが、気になるところである。今回のND2025では多くのパラレルセッションが

あったが、興味を惹かれた発表が重なるなど、必ずしも聴講しやすいものではなかった。

プログラム編成には十分気をつける必要がありそうである。 

 ND2025は予算の面で苦労していたようであり、色々と教訓になる点もあるかと思われ

る。ND2028を日本で無事開催すべく、関係者と色々な面で協力して進めることができれ

ばと思う。 
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